
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとう三次小学校校舎「光の閉校式」開催！ 

三次地区自治連、PTA、CS、保護者・地域の皆様ありがとうございました！ 

３月２日（土）に「光の閉校式」が開催されました。

三次小学校の児童は全学年がステージ発表、６年生が全

体進行の司会を行いました。そして、「大子共炎NexT」

の皆さんによる神楽「白鳥皇子」も披露していただきま

した。そこでも三次っ子の大活躍が見れました。１８時

４０分からは、プロジェクションマッピングで、児童が

描いた絵が旧校舎に映し出されました。三次っ子たちに

とって、また教職員にとっても、心に残る三次小学校旧

校舎とのお別れの日になりました。 

 安全で心に残るイベントをと、ずいぶん前からご準備いただき、また当日、寒い中で取り組んで

いただいた三次地区自治連の皆様、PTAの皆様、コミュニティ・スクールの皆様、そして素敵な

プロジェクションマッピングに向けての取組やポスター、看板等のデザインをしていただいた東洋

広告をはじめ協賛いただいた三次地区の企業の皆様、本当にありがとうございました。心よりお礼

申し上げます。 

 今回のイベントで改めて三次の素晴らしさと、三次っ子の力を実感させていただきました。 

 まず開会セレモニーでは、６年生の堂々とした司会ぶり、そして児童代表の大久保友葵さんのあ

いさつも堂々としていて、立派でした。そして卒業生の皆様とは、懐かしい三次小学校校歌を全員

で歌いました。校歌が胸に沁みました。 

 次に三次小学校児童によるステージ発表がありました。１・２年生は「サチアレ」というダンス

を生き生きと踊りました。３年生は「三次どんちゃん」を元気よく発表しました。４年生は「テキ

ーラ」をノリノリで演奏しました。５年生は「ビリーブ」「こげよマイケル」「すてきな一歩」を合

唱しました。しっかりと力強く、優しい歌声でした。６年生は「地球星歌」の合唱でした。美しく

きれいなハーモニーが響きました。最後は全校児童による「旅立ちの日に」の全校合唱でした。素

晴らしい歌声が体育館に響き渡りました。児童が生き生きとした発表を行い、とてもうれしく、感

動しました。コミュニティ・スクールとして地域の皆様と共に取り組み、三次っ子の心に残る「光

の閉校式」になりました。心よりお礼申し上げます。ありがとうございました。 
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【問い合わせ・意見送付先】市立三次中学校  TEL 0824-62-2896   FAX 0824-62-2899  

 E-mail miyoshi-j@school.miyoshi.hiroshima.jp 

 

  
 

２年生 地域の方による面接体験を行いました  三次中 

 2 月 22 日(木)，2 年生を対象に，コミュニティ・スク－ル委員の方々を中心とする 7 名の地域の皆

様をお迎えして，面接体験を行いました。一人 15 分程度の面接で「自己を認識し，自分の人生を選択

し，表現する力」が，どれくらい身についているかを見てもらいました。今頑張っていることや将来の

ことについて質問され，それぞれが目指す進路や面接での態度について社会人としてのアドバイスを頂

きました。最後に，代表して佐々木哲夫様から「緊張しただろ  

うけれど２年生とは思えないぐらい 

素晴らしかった。秘めた能力は必ず 

それぞれがもっているので，自分を 

信じて頑張ってほしい。」等，エ－ル  

を頂きました。 

【生徒の振り返りより】 

・私は面接する前はとても緊張していました。そのせいで，最初に言おうと思っていたことが全部飛び，途中から

になってしまいました。でも，私の「色々な人に喜んでもらい，人の役に立ちたい。」という言葉に「その職業観に

感銘した。」と書いてもらって，とても嬉しかったです。 

・(～中略) また，評価シ－トには「温かさと真剣さを感じました。」と書いてくださり，勇気づけられました。これか

らは，石田さんのように人の話を聞くときにうなずいたり，相手に寄り添うことでコミュニケ－ション力を高め，将

来の夢がかなえられるように努力します。 

・私はこの自己表現を通して，自分自身のことを表現することの難しさを感じていました。面接の際に「目標に

向けて，自分で練習メニュ－を考えて努力しようとするのは良かったよ。」と言われたことが嬉しく，自分のことを

伝えられるように努力し続けようと前向きになることが出来ました。今回の経験を生かすため，他人とのコミュ

ニケ－ションをたくさん取って，自分の想いを伝えられるよう頑張ります。 

 

 

２月２６日（月）に河内小学校の保護者でもある畠山

誠也さんに来ていただいて「走り方教室」を行いました。

畠山さんは，中学校から陸上競技を始められ，高校・大

学では「やり投げ」で全国大会に出場された経験のある

方です。今回は初めての「走り方教室」だったので，走

るときの姿勢はもちろん，地面の蹴り方や太ももの使い

方などを指導していただきました。河内小の子ども達は

陸上競技に大変興味をもっており，春や秋に三次市で開

催される陸上競技大会にも出場しています。畠山さんに

教えていただいたことを，次の陸上競技大会や運動会に

活かしたいと，子ども達は意気込んでいます。子ども達

の頑張りに期待していてください。畠山さんありがとう

ございました。 

「走り方教室」を行いました！！ ～地域とともに～河内小 


